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工事概要

工事番号：令和4年度 4防安 第480-202-1号

工 事 名 ：町道西の路線 道路改良工事

工事場所：高知県 幡多郡 黒潮町 拳ノ川

工 期：令和5年9月1日～令和6年2月29日

工事内容：施工延長L=47.3m

重力式擁壁L=47.8m

ガードレールL=47.8m

コンクリート平板工A=63.0m2

U型側溝L=43.1m



縦断図 横断図



ICT測量機器・3次元設計データ作成ソフトの導入

自動追尾型TS タフパッド 3次元設計データ作成ソフト

杭ナビ ＬＮ－１５０ 快測ナビ Ａｄｖ ＳｉＴＥＣＨ ３Ｄ



ICT施工の流れ

①3次元起工測量

②3次元設計データ作成

③ICT建設機械による施工

④3次元出来形管理等の施工管理

⑤3次元データの納品

発注図を基にSiTECH 3D​にて作成・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

ICT機械・杭ナビ・快測ナビによる現場施工

杭ナビ・快測ナビでの出来形管理

・ ・ ・ ・ ・ 発注図と現地との整合確認、基準点の確認・設置



3次元設計データ作成

【平面図・縦断図・横断図からデータ取込・入力】

1）図面より必要な座標を取込み、
 平面線形を作成する。



2）縦断図から要素を抽出して
 縦断線形を作成する

3）横断図から横断形状、構造物
 等の構築形状を作成する



4）入力データの照査をして・図面との構成点確認を行う



3次元出来形管理等の施工管理

【作成した3Dデータでの、杭ナビ・快測ナビを使用した現場施工】

1）丁張の設置・・・快測ナビの機能『どこでも丁張』を使用して一人での設置可能

2）床掘確認・・・位置・高さ・幅等タブレット端末で必要箇所を施工しながら確認できる

3）構造物等の位置出し・・・構造物施工のための丁張設置は基本不要になり、施工中
随時施工位置の確認が容易にできる

4）出来形確認・・・観測点の位置・高さ等を同時に確認し、記録できる



ICT測量機器導入についてのまとめ

・3Dデータにすることで工事完成時のイメージが掴みやすい

3次元設計データ作成について

杭ナビ・快測ナビでの施工管理について

・工事概要・手順等の作業員への周知にも使える

・データ作成には慣れが必要で、初めて作成する際は時間を要する

繰り返しの作成・研修等で作成効率は向上していく

・測量・丁張設置等は一人でできるため、作業員の手を止めることなく効率的

・掘削・床掘確認から構造物位置出しまで、測点外を含めて随時確認できるため、
作業を中断することなく円滑な施工ができる

・杭ナビの設置箇所は自由だが、基準点等で誤差をなくすための制約があるため、
基準点の位置は実際の現場条件に合わせて任意で用意しておく必要がある
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